
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
長
期
化
す
る
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に

直
面
し
た
人
へ
の
生
活
・
暮
ら
し
の
支
援

の
た
め
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
対

し
て
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
基
準
日（
令
和
３
年
12
月
10
日
）に
お
い

て
、
世
帯
全
員
の
令
和
３
年
度
分
の
住
民

税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
ま
た
は

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

市
町
村
民
税
均
等
割
を
免
除
さ
れ
て
い
る

世
帯

②
家
計
急
変
世
帯

　
①
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
以
外
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
て
令
和
３
年
１
月
以
降
の
家
計
が
急
変

し
、
令
和
３
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が

非
課
税
で
あ
る
世
帯
と
同
様
の
事
情
に
あ

給付額
一
世
帯
当
た
り

現
金
10
万
円

る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯（
同
じ
世
帯
全
員

の
そ
れ
ぞ
れ
１
年
間
の
収
入
見
込
額
が
、

住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
と
な
る
水
準
に

相
当
す
る
額
以
下
で
あ
る
世
帯
）

※
①
・
②
と
も
に
、
住
民
税
均
等
割
が
課

税
さ
れ
て
い
る
者
の
扶
養
親
族
等
の
み
で

構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
除
き
ま
す
。

※
令
和
３
年
度
住
民
税
は
、
令
和
２
年
１

月
か
ら
令
和
２
年
12
月
ま
で
の
収
入
に
基

づ
き
課
税
さ
れ
る
住
民
税
で
す
。

▼
支
給
手
続
き
・
給
付
時
期
な
ど

　
現
時
点
で
未
定
で
す
。今
後
決
定
次
第
、

市
HP
で
随
時
情
報
を
更
新
し
て
い
き
ま
す

の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
給
付
金
制
度
に
つ
い
て
の
問
合
先

内
閣
府
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡
0
1
2
0-

5
2
6-

1
4
5（
受
付
時

間
9
時
〜
20
時
）

問
福
祉
課　
℡
22-

6
8
3
7

ID
2
6
5
7
1

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
長
期
化

す
る
中
で
、低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、

そ
の
実
情
を
踏
ま
え
た
生
活
の
支
援
を
行
う

観
点
か
ら
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
を
受
給
し
て
い

な
い
対
象
者
は
、
申
請
期
限
内
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
こ
の
給
付
金
は
、
児
童
1
人
に
つ
き
現
金

10
万
円
を
支
給
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
と
は

異
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
給
付
額 

児
童
1
人
当
た
り
一
律
5
万
円

▼
申
請
期
限　
2
月
28
日（
月
）

ひ
と
り
親
世
帯
分　
※
１

▼
対
象
者

①
公
的
年
金
を
受
給
し
て
お
り
、
令
和
３
年

４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
が
全
額
停

止
さ
れ
た
人

②
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
な
い
人
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変

し
、
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
と
同
じ
水
準
と
な
っ
た
、
児
童
扶
養
手

当
の
資
格
要
件
に
該
当
す
る
人

▼
給
付
手
続
き

　

申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
書
を
記
入
し
、

必
要
書
類
と
と
も
に
子
育
て
支
援
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
令
和
3
年
4
月
分
の
児

童
扶
養
手
当
の
受
給
者
は
支
給
済
み
で
す
。

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
分　
※
２

▼
対
象
者（
次
の
①
、
②
い
ず
れ
に
も
当
て

は
ま
る
人
）

①
令
和
3
年
3
月
31
日
時
点
で
18
歳
未
満

の
児
童（
障
害
児
の
場
合
は
、
20
歳
未
満
）

を
養
育
す
る
父
母
な
ど

※
令
和
4
年
2
月
末
ま
で
に
生
ま
れ
た
新

生
児
も
対
象

②
令
和
3
年
度
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税

の
人
ま
た
は
令
和
3
年
1
月
1
日
以
降
の

収
入
が
急
変
し
、
住
民
税
非
課
税
相
当
の

収
入
と
な
っ
た
人

▼
給
付
手
続
き

　

申
請
が
必
要
で
す
。
令
和
3
年
4
月
分

の
児
童
手
当
の
受
給
者
ま
た
は
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
受
給
者
で
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
は
支
給
済
み
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
HP
を
確
認
す
る
か
子
育

て
支
援
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
合
先

子
育
て
支
援
課　
℡
22-

６
８
３
９

※
１　
ID
2
2
3
0
4

※
２　
ID
2
3
4
3
8　

締切
間近

広報やまがた　2022. 2 4



国民年金は、老後の暮らしをはじめ、病気や事故で
障がいを負ったとき、一家の働き手が亡くなったと
きに、働いている世代がみんなで支えようという考
えで作られた仕組みです。日本国内に住む20歳以
上60歳未満の全ての人が加入を義務付けられてい
ます。
　　　　　問市民環境課	 ℡22-6827
　　　　　問岐阜北年金事務所	 ℡058-294-6364

国民年金のポイント
将来の大きな支えになります
　国民年金は20歳以上60歳未満の人が加入し、保
険料を納める制度です。国が運営するため、安定し
ており、年金の給付は生涯にわたって保障されてい
ます。
老後のためだけのものではありません
　国民年金には、65歳から生涯受け取る老齢年金
の他に、病気やけがで障がいが残ったときに受け取
ることができる障害年金や、一家の働き手が亡く
なったときに子のある配偶者や子が受け取る遺族年
金があります。
※保険料を未納のまま放置すると、年金の給付を受
けることができない場合があります。

新成人の皆さんへ
20歳になったら国民年金

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
・
み
ま
も
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
者
募
集

　

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
・
み
ま
も
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で

も
元
気
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
活
動
す
る
人
で
す
。
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
・
み
ま
も
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る

に
は
、
養
成
講
座
を
受
講
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

活
動
に
興
味
が
あ
る
人
、
多
く
の
人
に

笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
い
地
域
貢
献
し
て
み

た
い
人
は
、
ぜ
ひ
養
成
講
座
を
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。
受
講
は
無
料
で
す
。

問
健
康
介
護
課　
℡
22-

6
8
3
8

▼
申
込
期
限　
2
月
14
日（
月
）

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　

地
域
で
介
護
予
防
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
介
護
予
防
教
室
の
お
手
伝

い
や
、
介
護
予
防
体
操
の
普
及
な
ど
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

元
気
で
過
ご
せ
る
よ
う
お
手
伝
い
す
る
こ

と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

み
ま
も
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
高
齢
者

世
帯
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
定
期
的
な
状
況
確

認
や
安
否
確
認
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
毎
月
2
人
一
組
で
み
ま
も
り
訪
問
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

保険料の支払い
前納割引制度があります
　保険料をまとめて前払い（前納）すると、割引が適
用されます。
口座振替・クレジットカードでの支払い
　口座振替を利用すると金融機関などに行く手間が
省け、納め忘れも防ぐことができます。さらに、早
割（当月末振替）や前納で納めると、保険料が割引さ
れます。

各種免除制度
学生納付特例制度
　学生で本人の前年所得（１月から３月までに申請
する場合は前々年所得）が一定額以下の場合には、
申請により保険料の納付が猶予されます。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、
大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修
学校および各種学校（修業年限１年以上である課
程）、一部の海外大学の日本分校に在学する人です。
納付猶予制度
　学生でない50歳未満の人で、本人と配偶者の前
年所得（１月から６月までに申請する場合は前々年
所得）が一定額以下の場合には、申請により保険料
の納付が猶予されます。

介護予防サポーター・みまもりボランティア養成講座

※この講座を受講することで、どちらの活動にも参加できます。

日　　時 内　　容

2月16日（水）
９：30〜10：00 開校式・オリエンテーション
10：00〜11：30 傾聴・コミュニケーションについて

2月22日（火）
９：30〜10：20 フレイル予防について
10：30〜12：00 認知症について（認知症サポーター養成講座）

3月１日（火）
９：30〜10：30 コグニサイズ
10：40〜11：30 一緒に活動に取り組もう（今後の活動について）
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